
























































































































 変身に関しては、まず第 1部第 10問題「魔女たちは呪いよって人間を動物の形に変
身させることができるか」で論じられている。ここでの答えは、悪霊はある人間が本
物の動物に見えうるほどまでに、人間たちの想像力をだますことができるというもの
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